「介護」啓発に向けた佐賀県介護福祉士養成校の取り組み
－介護コンテストの開催－
（要旨）
　毎年、11月11日の「介護の日」には、介護に関する普及啓発を重点とした取り組みが都道府県ごとに実施されている。これまで、アピールの機会にもかかわらず、「介護の日」を十分に活用できていなかった。そこで今回、佐賀県の介護福祉養成校3校が集結し「介護の日」関連イベントとして、県内の福祉科を持つ高等学校の生徒を中心に「介護についての写真・川柳・作文コンテスト」を実施することとした。募集の結果、計492作品の応募があり、それらの作品には「介護が好き」「人のために役に立ちたい」などの思いが込められており、目的を持って介護福祉士を志していることが見てとれた。
３Ｋ（きつい、きたない、きけん）のマイナスイメージだけで職業の選択肢から外されることのないよう、今回のメッセージを社会に送り続け「介護の魅力」を発信するとともに、養成校が一丸となって啓発活動を行うことの必要性がコンテストを通し示唆されたので報告する。
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